











ンガル詩人によって生み出されたベンガル詩作品の訳詩集であり、訳者丹羽京子氏が選んだ現代 を代表する七名の詩人が年代順に並べられている。訳者は、訳 とともに、ベンガル詩を理解する上で有益な詩人の閲歴を、訳詩の冒頭と巻末の解説で丁寧に紹介している。読者はベンガル詩人の、いわば「個の輪郭」に触れつつ、 かれらの詩行を味わうことができる。
訳者は、タゴール以降のベンガル詩の潮流の特徴を以下のよ
うに概観している。













































ト詩型とベンガル詩 伝統的な韻律の融合の姿が見てとれ、この詩形がベンガル語でソネット 書く際 定番になって るという。
タゴールは最晩年に「散文詩」に手を染めたというが、現代
のベンガル詩人たちが、散文詩は書くことはあっても、むしろ、さまざまな韻律型を用いつついかに現代的なテーマをあらわしていくことにこだわっている点は、ベンガル現代詩を知 上で重要であろう。現代ベンガル詩の展開は、定型韻律詩からの脱却というよりは、むしろ、韻律 工夫 中に、あるい 、韻律の革新によって、現代性を確保しようとするベンガル詩人たちの苦闘の歴史であるともいえる　
訳者丹羽京子氏は、この詩人中で、唯一の存命する詩人であ




































































代にベンガル詩の韻律が大々的に組み直されて以来、現代詩はその大枠のなかでさらなる発展を遂げてき という。注目されるのは、現在 おいてもベンガル詩が散文詩、自由詩よりもなんらかの韻律を用いた韻律詩が主流となっているという点である。訳者 その内容するから 「定型 」的な要素と無縁であるような、 「編集長ど 、以下に署名しましたものは、 若干の土地がございます。 」 で始まる これから」
（シュバシュ
作）
が「一定の韻律型」に乗せられている点や、韻律型で複数
